
広報てしお
PUBLIC RELATIONS MAGAZINE TESHIO No,769

天然しじみのふるさと

天塩

●運動会スナップ集・・・・・・・・・・・P.2
●こんにちは保健師です・・・・・・・・・P.3
●病院だより・・・・・・・・・・・・・・P.4
●町民カレンダー・・・・・・・・・・・・P.5
●暮らしのお知らせ／協力隊通信・・・・・P.6
●マチの伝言板・・・・・・・・・・・・・P.7 ～ 9
●マチの話題・・・・・・・・・・・・・・P.10 ～ 11
●ひとのうごき・・・・・・・・・・・・・P.12

８
２０２１

≪今号の内容≫

更岸（干拓地区）に飛来したタンチョウヅル【６月 15 日】
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こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

【問合せ先】福祉課ふれあい係　☎（２）１７２８【直通】

　

昨
年
か
ら
「
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
つ
い
て
住
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
い
た
く
、
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
内
容

を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
久
々
の
掲
載
と

な
り
ま
し
た
が
第
４
弾
と
し
て
“白
衣
高

血
圧
と
早
朝
高
血
圧
”
に
つ
い
て
の
お
話

で
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

住
民
の
皆
さ
ん
に

広
め
た
い
!!シ

リ
ー
ズ
４

高血圧治療ガイドラインを知っていますか？
【
血
圧
の
Ｑ
＆
Ａ
】

病
院
や
健
診
で
測
る
と

140/90m
m
H
g

以
上
で
高

Ｑ
．

い
け
ど
、
家
で
は
高
く
な
い
の

で
大
丈
夫
で
す
か
？

　

健
診
場
面
で
血
圧
の
高
い
方
に
お
話
し

を
聞
く
と
、「
家
で
は
こ
ん
な
に
高
く
な

い
か
ら
ビ
ッ
ク
リ
」
と
話
さ
れ
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
お
家
の
血
圧
は

135/85m
m

H
g

未
満
な
の
に
、
病
院

や
健
診
会
場
で
測
る
と
高
く
な
っ
て
し
ま

う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
高
血
圧
治
療

を
し
て
い
な
い
方
で
、
診
察
室
等
の
血
圧

が140/90m
m

H
g

以
上
、
家
庭
血
圧

が135/85m
m

H
g

未
満
で
あ
る
場
合

「
白
衣
高
血
圧
」
と
呼
び
ま
す
。

　

白
衣
高
血
圧
の
方
は
す
ぐ
に
服
薬
治
療

を
始
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、将
来
、

持
続
性
高
血
圧
に
な
り
や
す
く
、
長
期
的

に
は
高
血
圧
で
は
な
い
人
と
比
較
し
て
脳

心
血
管
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
い
研
究
結
果

も
あ
り
ま
す
。
知
ら
な
い
う
ち
に
持
続
性

高
血
圧
に
移
行
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
、「
特
別
な
場
面
で
だ
け
高
い
」
方

も
血
圧
を
測
定
し
、
記
録
す
る
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
朝
だ
け
血
圧
が
高
い
」

場
合
も
、
治
療
は
必
要
？

Ｑ
．

　

診
察
室
血
圧
が140/90m

m
H

g

未

満
で
、
起
床
後
１
～
２
時
間
以
内
の
血
圧

が135/85m
m

H
g

を
超
え
る
場
合
に

「
早
朝
高
血
圧
」
と
い
い
ま
す
。
早
朝
高

血
圧
は
①
高
血
圧
持
続
型
（
睡
眠
中
も
血

圧
が
低
下
せ
ず
、
早
朝
ま
で
高
血
圧
が
持

続
す
る
タ
イ
プ
）、
②
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー

ジ
型
（
寝
て
い
る
間
は
い
っ
た
ん
血
圧
が

さ
が
る
が
、
明
け
方
か
ら
起
床
時
に
か
け

て
急
激
に
血
圧
が
高
く
な
る
タ
イ
プ
）
の

２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。（
図
１
）

　

図
２
は
心
筋
梗
塞
と
脳
梗
塞
の
起
こ
る

比
率
を
時
間
帯
別
に
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の

で
す
。
朝
の
８
時
～
12
時
の
起
床
後
数
時

間
以
内
の
発
症
率
が
多
く
、
早
朝
高
血
圧

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

早
朝
高
血
圧
は
診
察
時
血
圧
が
正
常

だ
っ
た
人
の
10
～
15
％
程
度
い
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
病
院
や
健
診
で
は
簡
単
に

発
見
で
き
ま
せ
ん
。
早
朝
高
血
圧
を
放
っ

て
お
く
と
、
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
を
引

き
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
、
見
つ
け
る
た

め
に
は
や
は
り
、
家
で
血
圧
を
測
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
治
療
の
必
要
性
に

つ
い
て
は
家
庭
血
圧
の
記
録
を
持
参
し
、

医
療
機
関
で
相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 図１

図２

●レディース検診
・日程：9 月 23 日（木・祝）
・受付時間：8：30 ～ 14：00
・検診内容：乳・子宮がん健診・骨粗鬆症検診

●秋の総合健診
・日程：10 月 1 日（金）・2 日（土）
・受付時間：6：00 ～ 11：00
・健診内容：特定（基本）健診、胃・肺・大腸・前立腺が
ん検診、エキノコックス検診、肝炎検診、風疹抗体検査

レディース検診・秋の総合健診のご案内



【問い合わせ先】天塩町立国民健康保険病院　☎（２）１０５８
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病
院
だ
よ
り

病院だより No.55

『夏野菜で体づくり＆疲労回復』

　

連
日
暑
い
日
が
続
く
と
、
つ
い
冷
た

い
麺
類
だ
け
で
す
ま
し
た
り
、
氷
菓
子

や
冷
た
い
飲
み
物
が
増
え
て
食
事
が
お

ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
す
る
と
心
配
に
な
る
の
が

た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル

な
ど
の
不
足
で
す
。
こ
れ
ら
の
不
足
が

続
く
と
疲
労
し
や
す
く
な
り
夏
バ
テ
へ

と
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

人
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
は
全
部
で
13

種
類
あ
り
ま
す
が
、
ビ
タ
ミ
ン
は
単
独

で
は
た
ら
く
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
ほ

か
の
栄
養
素
と
一
緒
に
な
っ
て
機
能
し

ま
す
。
暑
い
か
ら
と
い
っ
て
偏
っ
た
食

生
活
が
続
く
と
、頭
が
ボ
ー
っ
と
す
る
、

疲
れ
が
な
か
な
か
と
れ
な
い
、
イ
ラ
イ

ラ
す
る
な
ど
、
さ
ら
に
夏
バ
テ
は
悪
化

し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
野
菜

が
多
く
出
回
る
た
め
に
値
段
も
安
く
、

そ
の
ま
ま
で
も
十
分
美
味
し
い
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
夏
野
菜
を
食
べ
て
、
皆
さ

ん
、
暑
い
夏
を
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
！ 

　

今
号
は
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た

『
手
作
り
中
濃
ソ
ー
ス
』
の
レ
シ
ピ
を

紹
介
し
ま
す
。

　

市
販
の
ソ
ー
ス
と
は

違
っ
て
、
自
家
製
ソ
ー
ス

は
本
当
に
美
味
し
く
て
塩

分
も
控
え
め
で
す
。
是
非

お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

疲
労
回
復
の
ビ
タ
ミ
ン
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
B1
は
、
汗
を
か
く
と

不
足
し
や
す
い
た
め
、
夏
に
は
意
識
し

て
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン

B1
は
豚
肉
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

サ
ッ
と
焼
い
た
豚
肉
に
こ
の
ソ
ー
ス
を

か
け
た
時
短
料
理
も
お
す
す
め
で
す
。

私
は
、
一
度
に
た
く
さ
ん
作
っ
て
冷
凍

保
存
し
て
い
ま
す
。
秋
鮭
が
美
味
し
い

時
期
に
フ
ラ
イ
に
か
け
て
食
べ
る
と

ほ
っ
ぺ
た
が
お
ち
ま
す
よ
♪

管
理
栄
養
士:

高
原

《材料》《材料》
　玉ねぎ　　　　2玉（400 ｇ）・・・スライス　玉ねぎ　　　　2玉（400 ｇ）・・・スライス
　人参　　　　1/2 本（150 ｇ）・・・いちょう切り　人参　　　　1/2 本（150 ｇ）・・・いちょう切り
　セロリ　　　1/2 本（50 ｇ）・・・小口切り　セロリ　　　1/2 本（50 ｇ）・・・小口切り
　トマト　　　　3玉（500 ｇ）・・・湯むきしてザク切り　トマト　　　　3玉（500 ｇ）・・・湯むきしてザク切り
　りんご　　　　1玉（400 ｇ）・・・いちょう切り　りんご　　　　1玉（400 ｇ）・・・いちょう切り
　にんにく　　　2片・・・・・・・スライス　にんにく　　　2片・・・・・・・スライス
　生姜　　 　　30 ｇ・・・・・・・スライス　生姜　　 　　30 ｇ・・・・・・・スライス
　ローリエ　　　3枚・・・・・・・切り込みを入れる　ローリエ　　　3枚・・・・・・・切り込みを入れる
　唐辛子　　　　3本・・・・・・・そのまま　唐辛子　　　　3本・・・・・・・そのまま
　煮干　　　 　10 尾・・・・・・・頭と腹はとる　煮干　　　 　10 尾・・・・・・・頭と腹はとる
　砂糖　150 ～ 180 ｇ　砂糖　150 ～ 180 ｇ（味をみて加減する）（味をみて加減する）

　酢　　　　　150 ｇ　酢　　　　　150 ｇ
　塩　　　50 ～ 60 ｇ　塩　　　50 ～ 60 ｇ（味をみて加減する）（味をみて加減する）

　オールスパイス　オールスパイス※※　大さじ 1　大さじ 1
　その他自宅にあるスパイス　その他自宅にあるスパイス（オレガノ・ペッパー・ナツメグなど）（オレガノ・ペッパー・ナツメグなど）

　　
《作り方》《作り方》
① 材料は全て切り、水 1リットルで 1時間コトコト煮る① 材料は全て切り、水 1リットルで 1時間コトコト煮る
② ①の煮汁 50cc を小鍋にとり、砂糖を加えカラメル色になるまで煮② ①の煮汁 50cc を小鍋にとり、砂糖を加えカラメル色になるまで煮
詰める（色がついてきたら焦げるのが早いので目を離さない）詰める（色がついてきたら焦げるのが早いので目を離さない）
③ ②でできたカラメルを①に加える（ジュワ～っとはねるので注③ ②でできたカラメルを①に加える（ジュワ～っとはねるので注
意！）意！）
④ ★印の調味料を加えたら 10 分煮て、スパイスを加え、ひと煮立ち④ ★印の調味料を加えたら 10 分煮て、スパイスを加え、ひと煮立ち
させるさせる
⑤ 一晩おいておく⑤ 一晩おいておく
⑥ 材料を濾す⇒これが⑥ 材料を濾す⇒これがウスターソースウスターソースですです
⑦ ローリエと唐辛子を取り除き、⑥でできた「ウスターソース」カッ⑦ ローリエと唐辛子を取り除き、⑥でできた「ウスターソース」カッ
プ 2杯と、⑥のしぼりかす野菜をミキサーにかけるとプ 2杯と、⑥のしぼりかす野菜をミキサーにかけると中濃ソース中濃ソースのでので
きあがり♪きあがり♪

・しばらく熟成したほうが味が馴染んでおいしくなります・しばらく熟成したほうが味が馴染んでおいしくなります
・しぼりかす野菜はミートソースやカレーに加えるとワンランク上の・しぼりかす野菜はミートソースやカレーに加えるとワンランク上の
味に味に

中濃ソースの作り方中濃ソースの作り方

★

※オールスパイス※オールスパイス
シナモン・クローブ・ナツメグシナモン・クローブ・ナツメグ
をあわせたような深みのある香をあわせたような深みのある香
りをもつスパイス。りをもつスパイス。
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令和３年令和３年  　  　月月
日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等

衣類等
生ごみ

ペットのふん 農村地区 休み

８月 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
★しゃっきりサロン

［てしお温泉夕映］
13 時～ 14 時

+ 循環器内科外来 ●運転免許更新時講習
［豊富町定住支援セン
ターふらっときた］
・優良　13 時
・一般　14 時
・違反　15 時 30 分

《山の日》 ８ 《振替休日》 ９ 10《町内回覧日》 11 12 13 14
○こども園開放
★おでかけサロン

［老人福祉センター］
10 時～ 14 時

15 16 17 18 19 20 21
○あいあいクラブプ
チ相談日

［ふれあいセンター］
10 時 30 分～ 12 時
★はつらつクラブ

［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

★いきいきサロン
［雄信内老人憩の家］

10 時～ 14 時

22 23 24《町内回覧日》 25 26 27 28
+ 眼科外来 ★いきいきサロン

［老人福祉センター］
10 時～ 14 時

 + 産婦人科外来 + 小児科外来
○乳児健診

12 時 50 分
～ 13 時 20 分

○ 1 歳 6 ヶ月児健診
12 時 30 分～ 13 時
○ 3 歳児健診
12 時 30 分～ 13 時

29 30 31９月 １ ２ ３ ４

・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・８月の回覧日は 11 日と 25 日です。
・あいあいクラブ ･･･ こども園▶火～木、雄信内▶月

88



6

暮
ら
し
の
お
知
ら
せ
／
協
力
隊
通
信

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
低
所
得

の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
そ
の
実
情
を

踏
ま
え
た
生
活
の
支
援
を
行
う
観
点
か

ら
、「
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
子
育
て
世
帯
特
別
給
付
金
（
ひ
と
り

親
世
帯
以
外
の
子
育
て
世
帯
分
）」
の

支
給
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、「
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
支

援
特
別
給
付
金
（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）」

の
支
給
を
す
で
に
受
け
て
い
る
方
は
受

給
で
き
ま
せ
ん
。

　

支
給
に
あ
た
っ
て
は
、
申
請
が
不
要

な
場
合
と
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

下
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
ご
確
認
い
た

だ
き
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
福
祉
課
福
祉
係
ま
で
お
電
話
く
だ

さ
い
。

■
給
付
額

　

児
童
一
人
当
た
り
一
律
５
万
円

■
支
給
対
象
者

　

次
の
①
②
の
両
方
に
当
て
は
ま
る
方

① 

令
和
３
年
３
月
31
日
時
点
で
18
歳

未
満
の
児
童
（
障
害
児
の
場
合
、
20
歳

未
満
）
を
養
育
す
る
父
母
等

② 

令
和
３
年
度
住
民
税
（
均
等
割
）

が
非
課
税
の
方
（
※
）
又
は
令
和
３
年

１
月
１
日
以
降
の
収
入
が
新
型
コ
ロ
ナ

　

す
で
に
ひ
と
り
親
世
帯
分
と
し
て
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
を
受

け
取
っ
た
方
へ
の
支
給
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
家
計
急
変
者
と
し
て
該

当
す
る
方
や
令
和
３
年
４
月
以
降
離
婚

さ
れ
た
方
な
ど
で
要
件
を
満
た
し
、
か

つ
給
付
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
対
象

児
童
が
い
る
場
合
、
今
回
の
給
付
金
に

該
当
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

《「家計急変者」に該当する収入額（目安）》

支
給
要
件
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
住
民

税
非
課
税
相
当
の
収
入
と
な
っ
た
「
家

計
急
変
者
（
後
述
）」

※
住
民
税
（
均
等
割
）
が
非
課
税
の
方

に
つ
い
て
は
、
直
接
児
童
手
当
の
支
払

口
座
へ
お
支
払
い
し
て
お
り
ま
す
。

■
「
家
計
急
変
者
」
と
は
…

　

令
和
３
年
１
月
１
日
以
降
の
任
意
の

１
か
月
の
収
入
を
12
倍
し
た
金
額
が
、

下
記
の
非
課
税
相
当
収
入
限
度
額
を
下

回
っ
て
い
る
人
が
該
当
し
ま
す
（
左

表
参
考
）。
た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
は
全
く
関
係
な
い
理

由
で
収
入
が
減
少
し
、
非
課
税
水
準
と

な
っ
た
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

世帯の人数 非課税相当
収入限度額

月収
相当額

2 人
※例：夫（婦）と子 1 人 137.8 万円 11.4 万円

3 人
※例：夫婦と子 1 人 168.0 万円 14.0 万円

4 人
※例：夫婦と子 2 人 209.7 万円 17.4 万円

5 人
※例：夫婦と子 3 人 249.7 万円 20.8 万円

6 人
※例：夫婦と子 4 人 289.7 万円 24.1 万円

令
和
３
年
３
月
31
日
時
点
で
、
18
歳
未
満

（
障
害
児
は
20
歳
未
満
）
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
で
、
令
和
３
年
度
分
の
住
民

税
均
等
割
が
非
課
税
で
す
か

家
計
急
変
者
に

該
当
し
ま
す
か

令
和
３
年
４
月
分
の

児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
ま
す
か

給
付
金
の
対
象

と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

対
象
外
で
す

給
付
金
の
対
象

で
す
。
申
請
は

不
要
で
す
。

令
和
３
年
４
月
分
の

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
ま
す
か

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

（
ひ
と
り
親
以
外
の
子
育
て
世
帯
分
）

　

本
格
的
に
暑
く
な
っ
て
参
り
ま
し

　

本
格
的
に
暑
く
な
っ
て
参
り
ま
し

た
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

た
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
本
州
か
ら
来
た
身
と
し

し
ょ
う
か
。
本
州
か
ら
来
た
身
と
し

て
は
ま
だ
ま
だ
暑
さ
に
余
裕
が
あ
る

て
は
ま
だ
ま
だ
暑
さ
に
余
裕
が
あ
る

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
北
海
道
に

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
北
海
道
に

は
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
冷
房
機
器
が
無

は
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
冷
房
機
器
が
無

く
、
普
通
に
暑
い
な
と
感
じ
て
い
ま

く
、
普
通
に
暑
い
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。
す
。

　

今
回
は
キ
ャ
ン
プ
の
話
で
す
！

　

今
回
は
キ
ャ
ン
プ
の
話
で
す
！  

鏡
沼
海
浜
公
園
に
て
『
手
ぶ
ら
で

鏡
沼
海
浜
公
園
に
て
『
手
ぶ
ら
で

キ
ャ
ン
プ
』
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

キ
ャ
ン
プ
』
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
昨
今
の
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
に

し
た
。
昨
今
の
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
に

合
わ
せ
て
、
初
心
者
キ
ャ
ン
パ
ー
の

合
わ
せ
て
、
初
心
者
キ
ャ
ン
パ
ー
の

方
々
が
手
ぶ
ら
で
気
楽
に
キ
ャ
ン
プ

方
々
が
手
ぶ
ら
で
気
楽
に
キ
ャ
ン
プ

が
出
来
る
よ
う
に
と
選
り
す
ぐ
り
の

が
出
来
る
よ
う
に
と
選
り
す
ぐ
り
の

道
具
を
揃
え
ま
し
た
。
ふ
か
ふ
か
の

道
具
を
揃
え
ま
し
た
。
ふ
か
ふ
か
の

マ
ッ
ト
や
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
メ
ー
カ
ー

マ
ッ
ト
や
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
メ
ー
カ
ー

な
ど
ま
さ
に
『
理
想
の
キ
ャ
ン
プ
』

な
ど
ま
さ
に
『
理
想
の
キ
ャ
ン
プ
』

が
出
来
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
き
ま

が
出
来
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
き
ま

し
た
。

し
た
。

　

ま
た
テ
ン
ト
は
あ
ら
か
じ
め
設
置

　

ま
た
テ
ン
ト
は
あ
ら
か
じ
め
設
置

し
て
あ
る
た
め
初
心
者
キ
ャ
ン
パ
ー

し
て
あ
る
た
め
初
心
者
キ
ャ
ン
パ
ー

の
方
で
も
安
心
し
て
キ
ャ
ン
プ
が
可

の
方
で
も
安
心
し
て
キ
ャ
ン
プ
が
可

能
で
す
！　

町
民
の
方
限
定
で
今
年

能
で
す
！　

町
民
の
方
限
定
で
今
年

度
は
半
額
の
３
５
０
０
円
で
提
供
す

度
は
半
額
の
３
５
０
０
円
で
提
供
す

る
予
定
で
す
の
で
、
夏
の
思
い
出
に

る
予
定
で
す
の
で
、
夏
の
思
い
出
に

是
非
ご
利
用
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が

是
非
ご
利
用
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か

で
し
ょ
う
か
!?!?　

予
約
は
鏡
沼
海
浜

　

予
約
は
鏡
沼
海
浜

公
園
ま
で
お
願
い
し
ま
す
！

公
園
ま
で
お
願
い
し
ま
す
！

鏡
沼
海
浜
公
園

鏡
沼
海
浜
公
園

☎
（
２
）
１
８
３
０

☎
（
２
）
１
８
３
０
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北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
訓
練
生
募
集

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
に
つ
い
て

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建

退

共

制

度

ア
イ
ヌ
関
係
者
の
皆
様
か
ら

ご
意
見
・
ご
要
望
を
受
付
し
ま
す

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企

業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く

こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退

職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界

全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方
（
個
人
・
法
人
）

■
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛
金

　

日
額
３
１
０
円
（
令
和
３
年
10
月
か

ら
日
額
３
２
０
円
）

　

留
萌
管
内
の
市
町
村
、
森
林
組
合
及

び
宗
谷
管
内
幌
延
町
で
は
、
る
も
い
森

林
認
証
協
議
会
を
組
織
し
て
、
森
林
認

証
の
取
得
を
進
め
る
こ
と
で
、
市
町
村

有
林
及
び
私
有
林
の
持
続
可
能
な
森
林

経
営
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
森
林
認
証
」
と
は
、
一
定
の
基
準
を

満
た
す
森
林
経
営
を
認
証
し
、
そ
の
森

林
か
ら
生
産
さ
れ
た
木
材
製
品
（
紙
含

む
）
に
は
認
証
の
ラ
ベ
ル
が
付
与
さ
れ

る
制
度
で
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
目
標
分
野
「（
15
）
陸
の
豊
か
さ
も

守
ろ
う
」
に
も
貢
献
す
る
制
度
で
す
。

　

る
も
い
森
林
認
証
協
議
会
で
は
、
次

の
三
点
を
主
な
方
針
と
し
て
定
め
、
森

林
管
理
を
進
め
ま
す
。

●
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
水
土
保
全
、

生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
に
努
め
、
持

続
可
能
な
森
林
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

●
管
理
計
画
等
情
報
を
公
開
し
、
生
物

多
様
性
の
保
全
な
ど
に
関
わ
る
研
修
を

充
実
さ
せ
、
森
林
管
理
レ
ベ
ル
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

●
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
、
文
化
の
保
護

に
努
め
ま
す
。
そ
れ
ら
を
確
保
す
る
た

め
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
や
地
域
組
織
と
必

要
に
応
じ
て
協
議
を
行
い
ま
す
。

　

森
林
管
理
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て

　
「
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
」

で
は
、
令
和
３
年
度
10
月
生
の
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

障
害
を
お
持
ち
の
求
職
者

■
訓
練
科
目

　

建
築
デ
ザ
イ
ン
科

《
建
退
共
の
特
長
》

･

国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
・
申

し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

法
人
は
損
金
・
個
人
で
は
必
要
経
費
と

し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と

な
り
ま
す
。

・
掛
金
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
電
子
申
請
で
の
納
付
も
可
能
で

す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

《
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

の
お
願
い
》

・
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日
数

に
応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ

い
。
電
子
申
請
方
式
の
場
合
は
、
労
働

者
の
就
労
日
数
に
応
じ
て
退
職
金
ポ
イ

ン
ト
を
適
正
に
充
当
し
て
く
だ
さ
い
。

・「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を
所

持
し
て
い
る
労
働
者
、
建
設
業
界
を
引

退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を

請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

独
立
行
政
法
人 

勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構　

建
退
共
北
海
道
支
部

☎
０
１
１
（
２
６
１
）
６
１
８
６

ご
意
見
・
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

10
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
森
林
管
理
計
画
書
や
関
連
す

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
事
業
予
定
地
な
ど
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

・
る
も
い
森
林
認
証
協
議
会
事
務
局（
遠

別
初
山
別
森
林
組
合
内

☎
０
１
６
３
２
（
７
）
２
４
１
２

・
役
場
農
林
水
産
課

☎
０
１
６
３
２
（
９
）
７
７
６
７

　

日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補

助
を
受
け
て
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大

戦
で
父
等
を
亡
く
さ
れ
た
戦
没
者
の
遺

児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た

地
域
を
訪
れ
慰
霊
追
悼
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
の
友
好
親

善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

参
加
費
用
は
10
万
円
で
す
（
集
合
場

所
ま
で
の
往
復
交
通
費
や
宿
泊
費
等
は

含
み
ま
せ
ん
）。
令
和
２
年
度
の
参
加

者
以
外
は
、
複
数
回
の
応
募
が
で
き
ま

す
。遺
児
を
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

付
き
添
い
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、
参
加
者
の
高
齢
化

を
考
慮
し
て
、看
護
師
が
同
行
し
ま
す
。

　

実
施
地
域
に
よ
り
申
込
締
切
日
な
ど

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
実
施
地
域
（
申
込
締
切
日
が
８
月
以

降
の
地
域
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ス
マ
ル
ク

諸
島
、
中
国
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ

オ
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
タ
イ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
マ
リ
ア
ナ

諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
台
湾
・
バ

シ
ー
海
峡

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
０
３
（
３
２
６
１
）
５
５
２
１

マ
チ
の
伝
言
板



8

北
森
カ
レ
ッ
ジ

出
願
受
付
に
つ
い
て

北

海

道

警

察

官

募

集

協

会

け

ん

ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
令
和
３
年
度
第
２
回
警
察
官
採
用
試

験
日
程

※
今
年
か
ら
「
電
子
申
請
」
に
よ
る
受

付
と
な
り
ま
し
た
。

■
受
験
資
格

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

昨
年
４
月
、旭
川
市
に
開
校
し
た「
北

海
道
立
北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院
（
略

称
：
北
森
カ
レ
ッ
ジ
）」
は
、
林
業
・

木
材
産
業
の
幅
広
い
知
識
と
確
か
な
技

術
を
２
年
間
で
身
に
付
け
ら
れ
る
専
門

学
校
で
、
北
海
道
の
森
林
づ
く
り
へ
の

意
欲
に
溢
れ
た
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

■
募
集
の
概
要

■
年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
、
年

度
内
に
１
回
、
加
入
者
の
皆
様
の
健
診

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
35

～
74
歳
の
被
保
険
者
（
ご
本
人
）
さ
ま

へ
は
が
ん
検
診
を
含
め
た
充
実
し
た
健

診
項
目
の
「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
」

を
、40
～
74
歳
の
被
保
険
者
（
ご
家
族
）

北
海
道
警
察
の
採
用
試
験
は
、

○
資
格
等
加
点
制
度
で
、
教
養
試
験

の
点
数
に+

ア
ル
フ
ァ

○
身
体
基
準
（
身
長
・
体
重
）
な
し

○
学
力
・
人
物
・
体
力
等
を
総
合
的

に
判
断

▲北海道警察採用情報
ホームページ

▲生徒募集要項▲オープンキャンパス
のご案内

採
用
予
定
人
員
２
２
０
名
程
度

う
ち
、
女
性
55
名
程
度

受
付
期
間

７
月
１
日
（
木
）
～

８
月
20
日
（
金
）

１
次
試
験

９
月
19
日
（
日
）

２
次
試
験

10
月
下
旬
～
11
月
上
旬

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も

採
用
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す

出
願

資
格

道
内
の
林
業
・
木
材
産
業
関
係

企
業
等
へ
の
就
職
を
希
望
し
、

高
等
学
校
卒
業
又
は
同
等
以
上

の
学
力
を
有
し
、
入
学
時
に
40

歳
以
下
の
方

出
願

期
間

【
推
薦
入
試
】

・
令
和
３
年
10
月
１
日
（
金
）

～
15
日
（
金
）

【
一
般
入
試
】

・
令
和
３
年
10
月
12
日
（
火
）

～
29
日
（
金
）

試
験

日
程

【
推
薦
入
試
】 

・
令
和
３
年
10
月
25
日
（
月
）

・
試
験
会
場
：
旭
川
・
札
幌
・

帯
広
・
東
京

・
試
験
方
法
：
面
接

【
一
般
入
試
】

・
令
和
３
年
11
月
15
月
（
月
）

・
試
験
会
場
：
旭
川
・
札
幌
・

帯
広
・
東
京
・
福
岡

・
試
験
方
法
：
小
論
文
・
面
接

※
都
合
が
つ
か
な
い
方
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
等

の
個
別
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

当
学
院
は
、「
学
院
説
明
会
」
及
び

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
、
是
非

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
立
北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院

☎
０
１
６
６
（
７
５
）
６
１
６
３

■
願
書
受
付
期
間

　

令
和
３
年
７
月
26
日
（
月
）
～
８
月

20
日
（
金
）

■
選
考
試
験
日

　

９
月
10
日
（
金
）

■
選
考
場
所

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
（
砂
川
市
焼
山
60
番
地
）

■
試
験
内
容

　

数
学
・
国
語
・
面
接

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
１
２
５
（
５
２
）
２
７
７
４

FAX
０
１
２
５
（
５
２
）
９
１
７
７

ま
た
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
警
察
本
部
採
用
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
（
８
６
０
）
３
１
４

さ
ま
へ
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
着
目
し
た
「
特
定
健
康
診
査
」
の

２
つ
の
健
診
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
に
、
メ

タ
ボ
リ
ス
ク
の
高
い
方
に
保
健
師
に
よ

る
健
康
サ
ポ
ー
ト
（
特
定
保
健
指
導
）

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら

も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
平
日
・
日
中
の
受
診
を
心
が
け
ま

し
ょ
う

　

休
日
や
夜
間
な
ど
の
診
療
時
間
外
に

軽
症
の
患
者
が
安
易
に
医
療
機
関
へ
受

診
す
る
と
、
一
刻
を
争
う
救
急
患
者
の

受
入
れ
な
ど
に
支
障
が
生
じ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
診
療
時
間
の
受
診
は
割

増
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
診
療
時
間
外

は
緊
急
性
の
高
い
場
合
に
受
診
し
、
緊

急
性
が
低
い
場
合
は
平
日
の
診
療
時
間

内
に
受
診
す
る
こ
と
が
、
日
本
の
医
療

体
制
を
守
る
こ
と
や
医
療
費
の
節
約
に

つ
な
が
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部

☎
０
１
１
（
７
２
６
）
０
３
５
２

マ
チ
の
伝
言
板
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９月号へ掲載を

希望する方は、

８月 １1 日 （水）

までにお知らせください。

総務課企画広報係

掲載を希望される方へ

　

８
月
は
北
方
領
土
返
還
要
求
強
調
月

間
で
す
。
国
の
外
交
交
渉
を
積
極
的
に

後
押
し
し
、
更
な
る
道
民
世
論
の
結
集

を
図
る
た
め
「
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
強
調
月
間
」
に
お
い
て
、
道
・
市
町

村
及
び
関
係
団
体
が
相
互
に
連
携
し

て
、
北
方
領
土
問
題
に
係
る
啓
発
活
動

等
を
協
力
に
展
開
し
ま
す
。

　

次
の
期
間
中
に
役
場
庁
舎
１
階
に
北

方
領
土
返
還
要
求
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
期
間

　

令
和
３
年
８
月
２
日
～
31
日

■
実
施
主
体

　

北
海
道
、
市
町
村
、

（独）
北
方
領
土
対

策
協
会
、㈳
北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
、

㈳
千
島
歯
舞
諸
島
居
住
者
連
盟
、

（公）
日

本
青
年
会
議
所
北
海
道
地
区
協
議
会

８
月
は
北
方
領
土
返
還

要
求
強
化
期
間
で
す

　

天
塩
川
の
川
辺
に
流
れ
着
い
た
流
木

を
無
料
配
布
し
ま
す
。

■
配
付
場
所

　

北
川
口
左
岸
集
積
所
（
左
の
地
図
の

★
マ
ー
ク
の
位
置
）

■
配
付
期
間

　

令
和
３
年
８
月
30
日
（
月
）
～
10
月

１
日
（
金
）

■
注
意
事
項

・
配
布
流
木
は
先
着
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
な
く
な
り
次
第
終
了
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

・
配
布
す
る
流
木
の
長
さ
は
１
６
０
㎝

程
度
で
す
。

・
利
用
に
つ
い
て
は
私
的
利
用
の
み
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
大
型
車
両
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

・
事
故
や
怪
我
に
つ
い
て
は
、
責
任
を

負
い
か
ね
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

留
萌
開
発
建
設
部 

幌
延
河
川
事
務
所 

河
川
課

☎
０
１
６
３
２
（
５
）
１
２
３
１

天　
塩　
川

日　
本　
海

天塩高校天塩高校

セ
コ
マ

セ
コ
マ

国
道
２
３
２
号

国
道
２
３
２
号

道
道
１
０
６
号

道
道
１
０
６
号

▲
至
稚
内

至
遠
別
▼

★★

北川口
左岸集積所 天

塩
川
の
流
木
を

差
し
上
げ
ま
す

マ
チ
の
伝
言
板

　総務省統計局（北海道）では、10 月 20 日現在
で社会生活基本調査を実施します。
　この調査は、国民の生活時間の配分や自由時間に
おける主な活動について調査し、仕事や家事に費や
される時間、地域活動との関わりなど国民の社会生
活の実態を明らかにすることにより、各種行政施策
の基礎資料を得ることを目的として実施します。
　今回の調査では、多様な働き方の選択を可能とす
る仕事と生活の調和の実現が求められている一方
で、情報通信機器の急速な普及や新型コロナウイル
ス感染症の影響により生活様式も変化している中

で、より的確に国民の社会生活の実態を捉えること
をねらいとしています。
　９月上旬から調査員が対象となる調査区内の全て
の世帯を訪問し、調査することを周知します。
　その後、10 月上旬から中旬にかけて、調査員が
調査をお願いする世帯に伺いますので、調査の趣旨
をご理解いただき、ご回答をお願いいたします。

◆問い合わせ先◆
北海道総合政策部計画局統計課
☎０１１（２０４）５１４４

が実施されます

８/３１
今月の納税

・町・道民税（３期）
・国民健康保険税（３期）
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マ
チ
の
話
題
（
６
月
８
日
～
７
月
14
日
）　

「
人
権
の
花
」
運
動
は
、
子
供
た
ち
に

花
を
育
て
る
こ
と
を
通
じ
て
優
し
さ
と
思

い
や
り
の
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
と
し

た
取
り
組
み
で
す
。
６
月
18
日
、
天
塩
町

人
権
擁
護
委
員
の
黒
川 

淳
子
さ
ん
、
橋

本 

俊
裕
さ
ん
が
天
塩
小
学
校
を
訪
れ「
花

い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
学
校
に
し

て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
な
ど
３
種
の
花
の
苗
約
90
株
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
３
年
生
の

児
童
17
人
と
植
栽
を
行
い
、
参
加
し
た
児

童
は
「
み
ん
な
で
協
力
し
て
綺
麗
な
花
を

植
え
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
感
想
を

話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
同
月
28
日
に
啓
徳
小
学

校
で
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

▼プランターに花を植える天塩小 3 年生

天
小
で
「
人
権
の
花
」
運
動

　
７
月
２
日
、
天
塩
地
区
保
護
司
会
天
塩
支

部
（
鹿
児
島 

雅
代 

支
部
長
・
保
護
司
８
名
）

の
会
員
５
名
が
佐
々
木
町
長
の
も
と
を
訪

れ
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
内
閣
総

理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
運
動
は
、
全
て
の
国
民
が
犯
罪
や

非
行
の
防
止
及
び
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
安
全
で
安
心
な
明
る
い
地
域
社
会
を
築

く
全
国
的
な
運
動
で
す
。
同
支
部
で
は
本
年

５
月
よ
り
天
塩
町
社
会
福
祉
会
館
２
階
（
旧

教
育
長
室
）
に
更
正
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
～

12
時
ま
で
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼メッセージ文を伝達した保護司会員

保
護
司
会･

総
理
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

　

町
の
野
球
少
年
団「
天
塩
タ
イ
ガ
ー
ス
」

は
、
６
月
26
～
27
日
に
遠
別
町
で
管
内
７

チ
ー
ム
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
「
高
円
宮
賜

杯
第
41
回
学
童
北
北
海
道
大
会
留
萌
支
部

大
会
兼
第
42
回
ス
タ
ル
ヒ
ン
杯
少
年
野
球

大
会
留
萌
支
部
大
会
」
に
て
優
勝
し
ま
し

た
。

　

６
月
28
日
、
同
チ
ー
ム
の
立
花 

昭
弘 

監
督
、
宍
戸 

隆
則
コ
ー
チ
、
選
手
７
名

が
地
区
大
会
優
勝
と
全
道
大
会
出
場
の
報

告
の
た
め
佐
々
木
町
長
の
も
と
を
訪
れ
ま

し
た
。
選
手
の
一
人
、
吉
田 

怜
生
さ
ん

は
「
今
ま
で
練
習
し
て
き
た
成
果
を
全
て

全
道
大
会
で
出
し
切
り
全
国
大
会
に
行
き

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

▼佐々木町長のもとを訪れた天塩タイガース選手

除
草
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

天
塩
町
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
昨
年
度
よ

り
地
域
内
で
支
え
合
い
の
仕
組
み
を
築
く

「
地
域
共
生
社
会
」
を
推
進
し
て
い
く
た

め
自
主
的
に
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。６
月
８
日
、

運
動
会
を
５
日
後
に
控
え
た
天
塩
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
除
草
作
業
（
タ
ン
ポ
ポ
の

根
抜
き
）
を
行
い
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
会
員
７
名
、
事
務
局
員
１
名
、

天
塩
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
１

名
、
生
活
推
進
委
員
１
名
、
山
田 

閑
子 

校
長
の
計
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
70
歳
代
の
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
は

「
運
動
会
の
前
に
綺
麗
に
な
っ
て
よ
か
っ

た
。
ち
ょ
う
ど
良
い
運
動
に
も
な
っ
た
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▼天小での除草ボランティアに参加された方々

天
塩
タ
イ
ガ
ー
ス
・
全
道
大
会
出
場

開設したサポートセンター窓口▶
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マ
チ
の
話
題
（
６
月
８
日
～
７
月
14
日
） 　

本
年
度
よ
り
開
始
し
た「
て
し
お
会
議
」

は
、
町
民
の
方
々
と
町
長
が
町
の
課
題
や

要
望
、
政
策
に
つ
い
て
対
話
し
な
が
ら
、

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
住
民
の
意
見
を

町
政
に
反
映
し
「
聴
け
る
・
話
せ
る
・
協

働
の
町
づ
く
り
」
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。
７
月
９
日
は
「
は
ま
な

す
学
園
大
学
」の
学
生
19
名
と
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
通
話
に
よ
り
町
長

室
と
社
会
福
祉
会
館
を
中
継
し
て
行
い
ま

し
た
。
佐
々
木
町
長
よ
り
役
場
庁
舎
の
耐

震
化
、
交
流
施
設
、
医
療
等
の
町
政
施
策

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
後
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
内
科

医
の
確
保
」「
空
き
地
・
空
き
家
・
廃
校

の
利
活
用
」
等
に
つ
い
て
積
極
的
に
意
見

や
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

▼オンラインで町長室と福祉会館を中継し懇談する様子

て
し
お
会
議
・
は
ま
な
す
学
園
大

　
７
月
７
日
、
天
塩
小
学
校
児
童
18
名
が
雄

信
内
川
で
の
「
川
の
自
然
観
察
会
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
当
観
察
会
は
例
年
、
北
海
道
開

発
局
留
萌
開
発
建
設
部
幌
延
河
川
事
務
所
と

㈱
福
田
水
文
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
児
童
た
ち
は
、
簡
易

水
質
検
査
キ
ッ
ト
で
川
の
水
質
を
調
査
し
た

後
に
、
川
に
入
り
タ
モ
網
で
水
中
の
生
物
を

採
取
し
、
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
観
察
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
が
事
前
に
網
な
ど
で

捕
獲
し
た
ヤ
マ
メ
や
ハ
ナ
カ
ジ
カ
等
の
魚
類

に
つ
い
て
解
説
を
う
け
な
が
ら
学
習
し
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
、
今
回
の
観
察
会
を
通
じ

て
、
地
域
に
あ
る
川
の
自
然
の
生
態
系
の
特

徴
や
水
防
災
に
つ
い
て
体
験
的
に
学
ぶ
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

▼雄信内川で採取した魚類の解説を受ける児童

天
小
・
川
の
自
然
観
察

　

７
月
13
日
か
ら
22
日
ま
で
夏
の
交
通
安

全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
運
動
開
始

日
の
13
日
は
、
平
成
26
年
に
小
樽
市
の
海

水
浴
場
市
道
で
４
人
が
死
傷
す
る
悲
惨
な

飲
酒
ひ
き
逃
げ
事
件
が
発
生
し
た
日
で

「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
運
動
で
は
飲
酒
運
転
に
厳
し
い
目

を
光
ら
せ
る
ほ
か
、
こ
の
時
季
か
ら
増
加

す
る
バ
イ
ク
や
自
転
車
事
故
の
防
止
、
子

供
や
高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
へ
の
保
護
と

交
通
教
育
の
普
及
推
進
を
目
的
に
展
開
し

ま
し
た
。
運
動
開
始
日
朝
、
佐
々
木
町
長

と
警
察
署
長
を
先
頭
に
新
栄
通
沿
い
で
旗

波
・
人
波
運
動
の
参
加
者
へ
の
声
が
け
や

登
校
す
る
小
中
高
生
に
挨
拶
を
し
な
が
ら

練
り
歩
き
ま
し
た
。

▼運動開始日朝の旗波・人波運動

天
中
・
ス
マ
ー
ト
コ
ー
チ

　

天
塩
中
学
校
吹
奏
楽
部
で
は
よ
り
専
門

性
の
高
い
指
導
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ

と
の
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
マ
ー
ト
コ
ー
チ
を

導
入
し
、
東
京
都
在
住
の
作
曲
家
・
編
曲

家
の
片
岡 

寛
晶 

先
生
よ
り
遠
隔
で
の
指

導
を
受
け
て
い
ま
す
。
町
教
育
委
員
会
は

７
月
３
日
・
４
日
の
２
日
間
、
片
岡
先
生

を
招
聘
し
対
面
で
の
短
期
集
中
指
導
を
実

施
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
事
前
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で

陰
性
を
確
認
し
来
町
さ
れ
ま
し
た
。
片
岡

先
生
は
楽
器
パ
ー
ト
ご
と
の
音
色
の
出
し

方
や
息
づ
か
い
に
つ
い
て
細
や
か
で
丁
寧

な
指
導
を
さ
れ
、
最
後
に
「
み
ん
な
で
良

い
音
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
、
東
京
か
ら

応
援
し
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▼作曲家の片岡先生から指導を受ける天中吹奏楽部

夏
の
交
通
安
全
運
動
週
間
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６月末
--- 人　口 ----------------
２，９１６ 人  （－ ３）

※（　）内は前月比

㊚１，４６８ 人 （－ ６）

㊛１，４４８ 人 （＋ ３）
--- 世帯数 ----------------
１，５０４世帯（＋ １）

♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
愛
読
い
た
だ

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当
の
菅
原
・

菅
野
で
す
。
今
月
号
の
表
紙
写
真
の
タ
ン
チ
ョ

ウ
ヅ
ル
に
ち
な
ん
で
、
鶴
と
い
え
ば
昔
話
と
し

て
有
名
な
「
鶴
の
恩
返
し
」
を
想
起
し
ま
す
。

そ
の
原
典
と
な
っ
て
い
る
戯
曲
「
夕
鶴
」
は
各

種
の
教
訓
を
含
ん
で
い
ま
す
。一
般
的
に
は「
約

束
は
守
る
」「
思
い
遣
り
の
心
の
尊
さ
」
で
す

が
、「
資
源
の
有
限
性
」
と
い
う
別
な
視
点
も

見
え
て
き
ま
す
。
固
有
で
希
少
性
の
高
い
資
源

は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
高
い
価
値
を
生
み
出
し
ま
す

が
、
有
限
で
あ
る
が
故
に
枯
渇
し
や
す
い
と
い

う
脆
弱
性
が
あ
り
ま
す
。
地
域
に
も
固
有
で
有

限
性
の
高
い
資
源
が
あ
り
ま
す
が
、
資
源
を
維

持
す
る
た
め
の
再
投
資
や
地
域
内
外
の
人
々
に

お
け
る
共
感
と
価
値
共
創
が
大
事
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依
頼
な

ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
総
務
課
企
画

広
報
係
ま
で
お
問
合
せ
・
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

■
天
塩
町
へ

【
天
塩
川
歴
史
資
料
館
内
に
設
置
す
る
液
晶

モ
ニ
タ
ー
及
び
放
映
機
材
等
の
寄
贈
】

千
葉
県　
　
　
　
　

加
藤　

敏
昇　
　

さ
ん

（
下
段
に
続
き
ま
す
）

ご
厚
志
の
紹
介

ご
厚
志
の
紹
介

★
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

★
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
山
手
通
２
）

大

水　
鐵

雄　
さ
ん　
（
86
歳
）

（
山
手
通
１
）

黒

川　
弥

吉　
さ
ん　
（
78
歳
）

（
振
老
）

中

島　

淳
　
さ
ん　
（
42
歳
）

★
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

★
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
２

回
接
種
は
早
々
に
終
え
、
64
歳
以
下
の
第
１
回

そ
し
て
本
紙
発
行
の
直
後
に
第
２
回
も
終
え
る

見
込
み
で
す
。
７
月
中
旬
か
ら
同
伴
者
の
年

齢
・
人
数
を
吟
味
し
て
居
酒
屋
訪
問
を
行
い
ま

し
た
。
食
事
と
少
し
だ
け
ア
ル
コ
ー
ル
そ
し
て

マ
ス
ク
黙
食
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
つ
も
り
で
す

が
、
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
で
す
。
ス
ナ
ッ
ク

に
は
行
け
て
い
ま
せ
ん
。
も
う
少
し
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

　
新
編
天
塩
町
史
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
30
年
を

迎
え
ま
す
。
町
の
記
録
・
人
の
記
録
な
ど
こ
れ

か
ら
は
印
刷
さ
れ
た
冊
子
と
同
時
に
デ
ジ
タ
ル

化
・
映
像
化
さ
れ
た
保
存
の
在
り
方
が
問
わ
れ

る
で
し
ょ
う
。
私
の
知
っ
て
い
る
昭
和
の
時
代

に
お
け
る
13
校
の
小
中
学
校
の
う
ち
廃
校
11
校

の
記
録
や
映
像
・
校
歌
に
始
ま
り
、
昭
和
の
時

代
か
ら
の
「
て
し
お
」
に
ゆ
か
り
の
あ
る
歌
を

収
集
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
歩
い
て
き

た
足
跡
が
最
早
歴
史
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

街
並
み
や
景
観
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
分
史
・
家

族
史
・
地
域
史
な
ど
ス
マ
ホ
で
も
記
録
し
ま
せ

ん
か
。
町
と
し
て
も
道
内
大
学
と
連
携
・
委
託

な
ど
を
通
じ
て
資
料
収
集
整
理
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
連
日
気
温
は
25
度
を
超
え
、
牧
草
収
穫
に
は

絶
好
の
気
候
で
し
た
が
、
干
ば
つ
気
味
で
畑
や

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
管
理
に
ご
苦
労
さ
れ
て

い
ま
す
。
パ
ン
ケ
沼
の
特
大
シ
ジ
ミ
も
店
頭
に

な
ら
び
ま
し
た
。
牛
乳
乳
製
品
と
シ
ジ
ミ
が
あ

れ
ば
サ
プ
リ
メ
ン
ト
不
要
と
い
い
つ
つ
、
運
動

不
足
を
少
し
嘆
い
て
い
ま
す
。　

天塩町長
　佐々木　裕之

  

◆◆  

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
し
ま
す

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
し
ま
す

（
緑
新
団
地
）

五
十
嵐　

叶と

あ彩　

さ
ん

智
人
さ
ん
・
美
里
さ
ん 

の
長
女

（
新
栄
通
７
）

小

林　

葉よ
う

　

さ
ん

一
崇
さ
ん
・
佳
織
さ
ん 

の
二
男

（
南
町
）

前

山　

澪み
お

　

さ
ん

建
さ
ん
・
富
由
那
さ
ん
の
二
女

（
山
手
通
３
）

永
山　

裕
司　

さ
ん

富
樫　

紗
希　

さ
ん

　
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
あ

り
、
国
内
で
生
息
す
る
野
鳥
で
は
最
大
級
の
大
き

さ
で
全
長
は
約
１
ｍ
40
㎝
、
両
翼
を
広
げ
る
と
２

ｍ
40
㎝
に
も
な
り
ま
す
。
主
な
繁
殖
・
生
息
地
は

釧
路
湿
原
で
す
が
、
近
年
で
は
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
と

そ
の
周
辺
地
域
に
も
飛
来
し
一
部
で
は
営
巣
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
６
月
15
日
、
町
内
の
サ
ラ
キ

シ
地
区
の
牧
草
地
に
飛
来
し
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
３
羽

の
う
ち
２
羽
が
ペ
ア
リ
ン
グ
す
る
「
鶴
の
舞
い
」

の
様
子
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

写
真
は
天
塩
町
在
住
の
写
真
家
、
柳
谷 

明
伸

さ
ん
よ
り
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
天
塩

や
周
辺
地
域
の
美
し
い
自
然
、
風
景
や
動
植
物
な

ど
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
の
写
真
は
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
）
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

更
岸
（
干
拓
地
区
）
に

　

飛
来
し
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ
ル

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

【
香
典
返
し
と
し
て
】

山
手
通
１　
　
　
　

黒
川　

美
智
子　

さ
ん

振
老　
　
　
　
　
　

中
島　

真
理
子　

さ
ん

■
恵
愛
荘
へ

南
開
団
地　
　
　
　

高
島　

征
子　
　

さ
ん

新
栄
通
６　
　
　
　

草
刈　

美
代
子　

さ
ん

辰
子
丑　
　
　
　
　

髙
橋　

良
一　
　

さ
ん


